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一
時
金
廃
止
、
保
育
料
・
国

保
料
の
値
上
げ
な
ど
が
続
い

て
い
る
。
生
活
再
建
で
き
て

い
な
い
被
災
者
に
二
重
の
負

担
と
な
っ
て
押
し
寄
せ
て
い

る
。「
創
造
的
復
興
」政
策
は

東
日
本
大
震
災
に
も
引
き
継

が
れ
て
お
り
、
今
後
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
。

―
―
復
興
を
果
た
す
た
め
に

は
何
が
必
要
か
。

　

基
本
的
に
は
国
の
姿
勢
が

問
題
だ
。
憲
法
25
条
に
基
づ

き
、
国
民
の
生
活
や
財
産
を

守
る
と
い
う
姿
勢
に
立
た
な

い
と
復
興
は
進
ま
な
い
。
大

型
公
共
事
業
な
ど
で
大
企
業

を
支
援
す
れ
ば
良
い
と
い
う

政
策
で
は
、
結
局
は
弱
者
が

切
り
捨
て
ら
れ
る
。

　

震
災
後
、
被
災
地
が
連
携

し
て
運
動
に
取
り
組
み
、
公

的
支
援
制
度
を
積
み
上
げ
て

い
っ
た
。
そ
の
経
験
を
教
訓

に
、
社
会
保
障
充
実
の
運
動

に
結
び
付
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
全
国
ど
こ
で

も
災
害
の
可
能
性
は
あ
る
。

力
を
合
わ
せ
て
国
を
動
か
し

た
い
。

　

早
い
も
の
で
阪
神
・
淡
路

大
震
災
か
ら
20
年
に
な
る
。

　

震
災
当
時
、
私
は
震
度
７

の
激
震
地
・
西
宮
に
住
ん
で

い
た
。
あ
の
日
は
連
休
明
け

の
早
朝
で
、
ち
ょ
う
ど
ス
キ

ー
ツ
ア
ー
の
帰
り
だ
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
西
宮
駅
前
の
広
場
に
出

　

震
災
復
興
の
な
か
で
問
わ

れ
た
の
が
予
算
の
使
い
方

だ
。
国
や
県
、
神
戸
市
は

「
創
造
的
復
興
」
と
称
し

て
、
神
戸
空
港
や
医
療
産
業

都
市
な
ど
の
大
型
公
共
事
業

に
巨
費
を
投
入
し
た
。
神
戸

空
港
は
赤
字
を
続
け
、
神
戸

経
済
の
負
担
に
な
っ
て
い

る
。
医
療
産
業
都
市
計
画
で

中
央
市
民
病
院
は
移
転
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
地
域
医
療
に

大
き
な
悪
影
響
を
与
え
て
い

る
。
復
興
の
〝
起
爆
剤
〞
ど

こ
ろ
か
、
お
荷
物
に
な
っ
て

い
る
の
が
実
態
だ
。
市
民
が

求
め
て
い
る
住
宅
再
建
、
中

小
企
業
支
援
、
地
元
経
済
の

再
生
な
ど
、
地
域
に
密
着
し

た
復
興
政
策
こ
そ
必
要
だ
。

力
を
合
わ
せ
て

―
―
「
創
造
的
復
興
」
は
被

災
者
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
た
の
か
。

　

大
型
公
共
事
業
へ
の
予
算

投
入
の
一
方
で
、
財
政
難
を

理
由
に
被
災
者
・
住
民
の
た

め
の
社
会
保
障
費
が
削
ら
れ

た
。
神
戸
市
で
は
、
敬
老
パ

ス
の
有
料
化
や
障
害
者
へ
の

た
と
こ
ろ
を
激
し
い
揺
れ
に

襲
わ
れ
た
。
目
の
前
で
木
造

住
宅
が
ぺ
し
ゃ
ん
こ
に
崩
れ

落
ち
、
爆
風
の
よ
う
な
土
煙

神
戸
の
「
人
と
防
災
未
来
セ

ン
タ
ー
」
を
訪
れ
た
。「
１

・
17
シ
ア
タ
ー
」
で
は
リ
ア

ル
な
再
現
映
像
と
音
響
で
震

で
き
る
貴
重
な
施
設
に
な
っ

て
い
る
。

　

加
藤
先
生
か
ら
は
、
被
災

者
・
医
療
機
関
へ
の
公
的
支

が
、
そ
の
後
の
自
然
災
害
で

被
災
者
支
援
を
実
現
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
、

「
命
を
守
る
」「
生
活
を
守

る
」
と
い
う
被
災
者
ら
の
尊

い
運
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
肝

に
銘
じ
た
い
。

　

被
災
者
を
後
回
し
に
す
る

政
治
の
な
か
で
、
今
も
苦
難

は
続
い
て
い
る
。「
生
活
再

建
な
く
し
て
復
興
は
な
い
」

と
の
言
葉
に
、「
復
興
」
の

意
味
を
改
め
て
突
き
つ
け
ら

れ
た
思
い
が
し
た
。

　神戸市中央区にある「人と
防災未来センター」は、阪神
・淡路大震災の実相を生々し
く展示し、災害への教訓を後
世に伝える施設だ。国の支援
を受け、2002年に兵庫県など
が造った。国内外から年間約
50万人が訪れるという。
　コンピューター・グラフィ
ックスで震災を映し出す「１

・17シアター」、被災した街
並みを再現した実物大のジオ
ラマなど、震災を疑似体験で
きるようになっている。
　約800点の展示品が並ぶ
「震災の記憶」や、防災啓発
コーナー、ボランティアによ
る解説など、震災を学び、防
災を身近に感じる工夫が施さ
れている。

が
直
撃
。
電
柱
が
次
々
と
倒

れ
て
い
っ
た
。
そ
の
恐
怖
は

今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

　

今
回
の
取
材
で
は
、
加
藤

擁
一
先
生
に
話
を
伺
う
前
に

災
の
様
子
を
伝
え
る
。
あ
ま

り
の
迫
力
に
当
時
を
思
い
出

し
、
手
に
汗
を
握
り
な
が
ら

鳥
肌
が
立
っ
た
。
震
災
か
ら

復
興
ま
で
の
歩
み
を
追
体
験

援
を
求
め
て
政
府
・
自
治
体

へ
の
要
請
に
奔
走
し
、
立
法

化
に
こ
ぎ
つ
け
た
経
験
を
聞

い
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災

に
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た

ョ
ン
に
住
み
移
っ
た
。
そ
の

契
約
が
20
年
で
切
れ
る
。
神

戸
市
や
西
宮
市
は
期
限
を
理

由
に
入
居
者
を
追
い
出
そ
う

と
し
て
お
り
、
行
き
場
の
な

い
人
た
ち
に
新
た
な
不
安
や

負
担
を
押
し
付
け
て
い
る
。

長
田
区
な
ど
の
都
市
開
発
も

失
敗
し
、
住
民
が
住
め
な
い

街
、
商
売
の
で
き
な
い
街
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
根
本
か

ら
の
転
換
が
必
要
だ
。

―
―
解
決
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
か
。

　

そ
も
そ
も
国
や
県
が
被
災

者
の
た
め
に
恒
久
的
な
公
営

住
宅
を
造
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
根
本
的
な
間
違
い
だ
。
被

災
者
は
避
難
所
↓
仮
設
住
宅

↓
借
り
上
げ
住
宅
と
何
度
も

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
分
断
さ

れ
て
き
た
。
住
民
の
な
か
に

は
高
齢
者
や
精
神
疾
患
を
抱

え
た
人
も
多
い
。
行
政
が
被

災
者
に
負
担
を
押
し
付
け
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
孤
独

死
や
自
殺
を
生
み
出
さ
な
い

た
め
に
も
、
住
民
に
寄
り
添

っ
た
政
策
が
求
め
ら
れ
る
。

―
―
復
興
政
策
の
評
価
は
。

不
十
分
だ
が
、
運
動
の
前
進

面
と
し
て
受
け
止
め
て
い

る
。
た
だ
、
生
活
再
建
支
援

法
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に

は
遡
及
適
用
さ
れ
て
い
な

い
。
被
災
者
の
苦
し
み
は
続

い
て
い
る
。

被
災
者
に
負
担

―
―
被
災
地
の
今
の
課
題

は
。

　

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
の
が
民
間
借
り
上
げ
住
宅

だ
。
震
災
後
、
公
営
の
復
興

住
宅
に
入
居
で
き
な
か
っ
た

人
た
ち
は
、
県
や
市
が
借
り

上
げ
た
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の

成
立
に
つ
な
が
っ
た
。
私
た

ち
の
粘
り
強
い
運
動
で
「
個

人
補
償
は
し
な
い
」
と
す
る

政
府
の
姿
勢
を
転
換
さ
せ
た

意
義
は
大
き
い
。

―
―
東
日
本
大
震
災
で
は
同

法
が
適
用
さ
れ
た
。

　

当
初
は
１
０
０
万
円
の
給

付
で
住
宅
再
建
に
使
え
な
い

と
い
う
制
限
も
あ
っ
た
。
そ

の
後
の
改
正
を
経
て
、
東
日

本
大
震
災
で
は
住
宅
全
壊
で

３
０
０
万
円
が
支
給
さ
れ
住

宅
再
建
も
可
能
に
な
っ
た
。

歯
科
医
療
機
関
へ
の
公
的
支

援
も
実
現
し
た
。
ま
だ
ま
だ

　

一
面
ガ
レ
キ
と
化
し
た
神

戸
の
街
は
再
開
発
が
進
み
、

か
つ
て
の
震
災
の
面
影
は
見

当
た
ら
な
い
。
そ
の
一
方

で
、「
復
興
」
か
ら
取
り
残

さ
れ
た
被
災
者
も
少
な
く
な

い
と
聞
く
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
発
生
か
ら
17
日
で
20

年
、
未
来
を
生
き
る
人
に
何

を
伝
え
る
の
か
。
被
災
者
の

実
態
や
復
興
政
策
の
課
題
に

つ
い
て
、
兵
庫
県
保
険
医
協

会
の
加
藤
擁
一
副
理
事
長
に

聞
い
た
。

（
聞
き
手
／
新
聞
部
・

 

南
端
理
伸
）

―
―
震
災
か
ら
20
年
が
経
っ

た
。

　

街
並
み
は
復
興
事
業
な
ど

で
き
れ
い
に
な
っ
た
が
、
ま

だ
ま
だ
震
災
で
苦
し
ん
で
い

る
人
が
多
数
存
在
す
る
。
復

興
政
策
の
影
響
が
20
年
後
の

現
在
に
表
れ
て
い
る
。
震
災

復
興
の
物
差
し
は
生
活
再
建

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
だ
。

そ
の
点
か
ら
被
災
地
を
見
渡

せ
ば
、
ま
だ
ま
だ
復
興
は
道

半
ば
だ
と
思
っ
て
い
る
。

―
―
い
ま
だ
に
生
活
を
再
建

で
き
な
い
原
因
は
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発

生
し
た
時
、
被
災
者
に
対
す

る
公
的
支
援
は
わ
ず
か
な
義

援
金
と
復
興
基
金
だ
け
だ
っ

た
。
歯
科
医
療
機
関
へ
の
再

建
支
援
も
な
か
っ
た
。
根
底

に
は
、
当
時
の
政
府
の
「
私

有
財
産
制
度
の
下
で
は
個
人

補
償
は
で
き
な
い
」
と
す
る

被
災
者
切
り
捨
て
の
政
策
が

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
多
く

の
被
災
者
が
二
重
・
多
重
ロ

ー
ン
を
抱
え
て
お
り
、
今
も

生
活
に
行
き
詰
ま
る
人
が
少

な
く
な
い
。

―
―
震
災
を
機
に
被
災
者
へ

の
公
的
支
援
を
求
め
る
運
動

が
起
こ
っ
た
。

　

震
災
１
周
年
を
機
に
協
会

の
呼
び
か
け
で
県
医
師
会
や

コ
ー
プ
こ
う
べ
な
ど
と
共
同

し
、
公
的
支
援
の
拡
充
を
求

め
る
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し

た
。
被
災
地
の
実
情
を
知
っ

た
多
く
の
人
が
立
ち
上
が

り
、
国
会
議
員
の
過
半
数
の

賛
同
を
得
る
な
ど
大
き
な
運

動
に
発
展
。
１
９
９
８
年
の

兵庫県保険医協会副理事長　兵庫県保険医協会副理事長　加藤擁一氏に聞く加藤擁一氏に聞く

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

20
年

震災を語り継ぐ

「人と防災未来センター」

神
戸
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
阪
神
・
淡
路
大
震
災
「
１
・
17
の
記
録
」

か
ら
。
震
災
直
後
の
神
戸
市
・
長
田
区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
復
興
」の
意
味
を
問
う
震
災

新
聞
部
・
南
端
理
伸

阪神・淡路大震災20年の特別企画展を
開催中。大人600円、毎週月曜休館。
（神戸市中央区脇浜海岸通１-５‒２、
阪神「岩屋」駅から徒歩10分）


